


１．趣 旨

公益財団法人　戸部眞紀財団（以下、本財団）は、日本国内の大学、及び同等の研究機関に於ける、化学、食品科

学、芸術学、体育学／スポーツ科学、及び経営学の分野の研究に対して、助成金を給付することにより、将来に有為

なる人材を育成することを目的とします。

２．対象分野

化学、食品科学、芸術学、体育学／スポーツ科学、経営学

３．応募資格

（１）日本の大学、及び同等の研究機関（大学共同利用機関、公的機関等）に所属する研究団体、または研究者で

あること

（２）代表研究者の年齢が平成30年4月1日現在で40才以下であること（国籍不問）

（３）研究活動において優秀な研究団体、研究教室、または研究者であること

（４）国際交流の促進、文化芸術及び科学技術の振興に貢献する研究団体、または研究者であること

（５）モノマネではない独創的な発想を基にした革新的な研究であり、将来広く社会に貢献するものであること

４．採用件数

20件

５．助成金の額と支給の方法

（１）助成金の額

  年額100万円

平成30年度　研究助成募集要項 （公募）対 象 分 野

・電気化学を用いたチオクロマン類の直接合成法の開発
・分子間相互作用による発光波長制御を利用した新規遷移金属錯体の創出
・動的オキサヘリセンをキラル素子とする機能性螺旋不斉ホスホールの
立体選択的合成法の開発

・ビシクロNHC-Ni ハーフサンドイッチ錯体を用いた高活性Ni 触媒の開
発

・磁場応答性を有する多環芳香族化合物の合成と物性評価
・シャジーン類の全合成と構造活性相関：リーシュマニア症への化学的
アプローチを目指して

・MOF 結晶の表面構造制御による革新的分離材料開発
・複数の金属で分子を捕まえる環状ホストの合成と機能開拓
・ゴム弾性を有する新規半導体高分子の創成
・グラファイト型窒素ドープグラフェンナノリボンの精密合成法の開発
・遷移金属触媒を用いたカスケード反応によるフラーレンのワンポット
分子変換法の開発

・脂肪族アルコールの光触媒変換に基づく有機合成
・ヒスタミン応答型有機薄膜トランジスタを用いた簡易な食品管理法の
開発

・アブラナ科における長鎖非コードRNAを介した乾燥耐性機構の進化的
保存性の解明

・ナノポーラス液晶を鋳型とする機能性ナノ周期構造の開発
・泌乳期乳腺の乳成分産生を調節するメントールに関する研究

・和食用食材含有成分ポリアミンによる変形性関節症予防効果の検討
・有機高分子から成るフレキシブルなグルコースセンサーの開発
・有機化学的アプローチで神経疾患の克服に挑む
・経口物質製造における安心安全な抽出分離溶媒の開発
・コーヒーが有する抗肥満効果の科学的実証
・非遺伝子組換えによる山形ブランド米「つや姫」の良食味強化
・多環性ステモナ類の反復ブロック合成法の開発
・ベンゾチオフェン骨格を鍵とする有機熱電材料の創出
・超核偏極ナノ空間の創出
・高速充放電を可能とする全固体リチウム二次電池の開発
・立体選択的1,2-cis-グリコシル化反応を駆使した新規糖脂質サーファク
タントの精密化学合成と機能解析

・化学修飾を利用した人工核酸PNAの2本鎖DNA認識能の向上
・複数の弱い環境変化に応答する有機固体発光材料の開発
・完全共役二重らせんポリマーの開発
・環状desmosineの合成に基づくエラスチン架橋構造の解明
・乳酸菌オリゴDNAを用いたサルコペニア予防食品素材の開発
・抗酸化食品の摂食が腸管の免疫細胞の代謝に与える影響
・加齢に伴う免疫老化を改善する食品由来機能性成分の免疫賦活効果の
科学的実証

・食品と腸内環境と感染抵抗性の相互関連の実験的検証

・ニューカレドニア・カナクの現代舞踏における「芸術」の意義
　ーWetr Kréationの考察を通してー

・上方文人文化の牽引者 山本竹雲の生涯とその芸術
・音楽面からみる16世紀のイエズス会による東洋宣教と聖母崇敬

《 化学 》   《 食品科学 》

過去の採用者の研究テーマ（参考）

《 芸術学 》

・大腿義足患者の膝継手に作用する力の解析による歩行指導法の確立
・ストレッチングにより関節柔軟性が向上する機序の解明   －目的に合致した効果的なストレッチング法の確立に向けて－
・2型糖尿病患者の骨格筋ミトコンドリア機能をターゲットにした運動療法プログラムの開発
・大規模地域介入による運動の促進は、地域全体の健康長寿につながるか？　～クラスター・ランダム化比較試験～

《 体育学／スポーツ科学 》

・ソーシャルマーケティングを活用した森林環境税改善のための基礎的研究
・現代における日本の伝統的工芸品の海外受容プロセス

《 経営学 》

化 学

FUTURE

体育学／スポーツ科学 経営学

食品科学 芸術学

■学生は応募できません。
■同一機関から複数の団体及び研究者が応募しても問題ありません。
■分野別の過去の採用実績については下記ホームページをご参照ください。
 http://www.tobe-maki.or.jp/grant/

■実質的な研究費への使用を希望いたします。
■汎用の備品等の購入は助成の対象としません。
■給料、手当、出版費、通信費等は助成の対象としません。
■旅費等については実費を対象として助成金の2割以内（※）とします。
※人文系分野においては5割を超えないこととします。

■特別な使用がある場合は、願書5ページ「6.助成金の使用計画」の「本研究助成金予算内訳」内容欄に詳細を記
入してください。
■後日、支払内容の提出をお願いする場合があります。
■研究者の所属機関の間接経費（オーバーヘッド）については徴収免除を希望いたします。
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役員・評議員公益財団法人　戸部眞紀財団について

出損者　戸部眞紀財団 作

【出損者・戸部眞紀プロフィール 及び 財団設立の経緯】

　戸部眞紀は、昭和14年9月18日、大塚グループ（現・大塚ホールディングス㈱）二代目、大塚正士氏の長女として徳島

県鳴門市で生まれ、青山学院高等部、早稲田大学（当時の第一商学部）を卒業後、大塚化学(株)に入社しました。

芸術への造詣も深く、自身でも趣味として絵画、作詞、作曲などの創作活動を行い、「とべ たみ」のペンネームで数十点

の作品を遺しました。

平成25年10月27日逝去（享年74歳）

　生前、「近年わが国は少子高齢化が進み、経済の停滞化、アジア諸国の台頭による経済環境の変化が進んでいます

が、若い有能な人材の育成はまだ十分なものではないと思います。このような状況に鑑み、大学、大学院で学ぶ有能な

学生、留学生に対し、奨学助成することは有意義であるものと考えます。」と語り、遺言にて大塚ホールディングス(株)の

株式を本財団設立に拠出しました。

【事業の目的】

　本財団は、教育・研究機関の国際交流の促進、異文化間の国際交流の促進に関する助成、基礎教育及び文化芸

術・科学教育をはじめとする教育諸活動への助成、支援及び奨学援護等を行い、もって、わが国の文化芸術及び科学

技術の振興、さらには人材育成の促進に寄与することを目的とします。

【事業の内容】

１． 国内の大学及び大学院の国内学生に対する奨学金の支給

２． 外国からわが国の大学及び大学院に留学する学生に対する奨学金の支給

３． 奨学金の受給者に対する生活指導及び助言

４． 教育研究活動に対する助成

５．その他、当法人の目的を達成するために必要な事業

【財団の沿革】

・ 平成25年 12月6日 故戸部眞紀の遺言により、一般財団法人 戸部眞紀財団として設立

・ 平成26年 4月 1日 事業開始（奨学生及び研究助成金一期生の募集開始）

・ 平成26年 6月13日 新公益法人制度に基づく公益認定を受け、公益財団法人 戸部眞紀財団に改称

氏  名役  職 現　職

戸部　克信

木村　俊作

藤関　勝宏

石見　利勝

黒田　泰弘

竹内　定夫

北村　卓三

戸部　貞信

戸部　渉

古川　武弘

武藤　芳照

野村　正朗

大髙　保二郎

小林　四郎

尾崎　三郎

中島　馨

評議員

理事長

常務理事

理 事

監 事

大塚化学株式会社　執行役員

京都大学　大学院工学研究科教授

大塚食品株式会社　監査役

姫路市長

徳島大学　名誉教授

ふじ総合法律会計事務所
公認会計士・税理士

エクセルコンサルティング株式会社　代表取締役

大塚ホールディングス株式会社　取締役
大塚食品株式会社　代表取締役社長

公益財団法人　戸部眞紀財団　事務局長

株式会社阿波銀行　顧問

東京健康リハビリテーション総合研究所　所長
日本体育大学　特別招聘教授
東京大学　名誉教授

学校法人　帝塚山学院　理事長

早稲田大学　名誉教授

京都大学　名誉教授

尾崎税理士事務所　所長

中島法律事務所　所長
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